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花の木川の環境基準

基準値
類型

DOSSBODpH

7.5 mg/L
以上25 mg/L

以下

1 mg/L
以下

6.5以上
8.5以下

AA

2 mg/L
以下

A

5 mg/L
以上

3 mg/L
以下

B

花の木川は平成8年4月にA類型に指定

BOD：有機性汚濁の指標
SS：水中に浮遊する不溶解性物質の量
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環境基準達成の状況

2.0

A類型
環境基準

環境基準未達成の
状況が続いている
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調査研究の目的

・過去の水質測定結果の解析

・水質調査による水質汚濁の状況の把握

・周辺河川や水路等の調査や解析

汚濁要因を明らかにする！

花の木川の水質環境の改善
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調査計画

令和6年度

・県実施の水質常時監視結果の整理、解析
・調査地点の選定
・選定した地点での採水、各項目の検査

令和7年度
・選定した地点での採水、各項目の検査

令和8年度
・選定した地点での採水、各項目の検査
・データの解析、評価
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水質常時監視結果の解析
桜木橋 データ解析１

Ｈ２５年度～Ｒ５年度
（過去１１年間分）
環境基準超過の割合

第１四半期：２５．６％
第２四半期： ０％
第３四半期：２０．５％
第４四半期：７６．９％

→渇水期の影響を受けていると推測
高第４四半期での環境基準超過率、平均値など
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桜木橋 データ解析２

SSが低くてもBODは広く
分布している

水質常時監視結果の解析

SS基準：２５mg/L

BOD基準
２mg/L

汚濁成分
SSとの相関は認められない

溶解性成分に由来していると考察
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調査計画

令和6年度

・県実施の水質常時監視結果の整理、解析
・調査地点の選定
・選定した地点での採水、各項目の検査

令和7年度
・選定した地点での採水、各項目の検査

令和8年度
・選定した地点での採水、各項目の検査
・データの解析、評価
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採水地点・測定項目の選定

調査項目：pH、BOD、SS、EC、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10

R6年度測定結果 BOD 花の木川・樋口川

BOD基準：２ mg/L

上流下流

①
大原橋

②
蓼池橋

③
中川原橋

④
加良神

⑤
片平橋

⑥
乗峯橋

2/21

12/11
6/7

9/27
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野々木川からの流入が原因

R6年度測定結果 BOD 野々木川

BOD基準：２ mg/L

上流下流

⑦
野々木橋

⑨
樋脇橋
上流側

⑩
水路B

⑧樋脇橋（下流側暗渠）からの流入が原因

2/21

12/11

6/7

9/27
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データ解析と考察

BOD、pH、SS、硝酸性窒素・亜硝酸性窒素との相関
→いずれも相関は認められなかった

SSが低くてもBODは広く
分布している

※BOD、SS：「汚濁原因は溶解性成分に由来」と考察

R6年度測定結果

SS基準：２５mg/L

BOD基準
２mg/L
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まとめ

水質常時監視結果 Ｒ６年度測定結果

渇水期の影響により、
第４四半期においてBOD値等の上昇

ＢＯＤとＳＳの相関から、
ＳＳが低くてもＢＯＤは広く分布していることから、

汚濁原因は溶解性成分に由来
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今後の展望

・季節による水量の変化
・土地利用状況の加味

・N-BOD
・C-BOD
・NH4

+

・汚濁要因の推定

・各河川ごとの寄与率の把握

測定
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